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合計 11.00 93,879 117,541 0

学び
探究的な学びによる科学教育
の推進事業

アイデアを形に！「信州Makersキャンプ 」の開催等を実施 2.00 0 3,799

学び
英語力・指導力・専門性向上
事業

外部検定を利用した中学校授業改善・検証事業、民間の資格・検
定対応セミナー、小学校英語新教材活用セミナーの実施

2.00 1,992 7,818

学び 総合教育センター研究費
総合教育センターにおける教育に関する基本的研究及び専門的・
技術的事項の研究調査等を実施

0.00 714 962

学び 教職員研修事業
総合教育センターにおける各種研修講座の実施
教育職員の法定研修等の実施

2.00 91,173 94,128

学び
デジタル時代の知の創造・共
有のための仕組構築事業

デジタルコンテンツを活用した学びの研究開発チームの設置、指
定研修における一部オンライン研修の試行と受講者による評価

1.00 0 1,850

学び
中山間地域の新たな学びの
創造事業

中山間地の新たな学び開発チームの設置、中山間地リーディング
スクールによる授業実践への支援

1.00 0 4,000

学び 自然教育・野外教育推進事業
自然・野外教育推進検討会議（仮称）による長野県における自然・
野外教育の目指す方向性、プログラムの内容、普及等の取組につ
いて検討

1.00 0 874

学び 授業改善推進プロジェクト
信州型ユニバーサルデザインの作成、チェックリストの配信、教科
横断的な視点で学習指導要領のポイントと現場の実践を整理

2.00 0 4,110

30年度
基本方針 （人） （当初） （要求） （予算案）

No
政策推進の

細事業名 30年度　実施内容（予定）
職員数 29年度

予算要求からの主な変更点

0

成果指標
設定理由

個別の事業ごとのプロジェクト会議において成果を適切に測るための指標を開発することを目的にしている。

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 　対　　応

 概算人件費 （Ｃ） 79,140 79,140 79,140 0

 決　　算　　額（B） 85,461

概　算
人　件

費

 職員数（人） 10 10

 概算事業費（B（A）+C） 164,601 177,041 196,681

10

　その他 2,716 2,475 5,276 0

　県　債

平成30年度に立ち上げるプロジェクト会
議の中で個別事業ごとに設定 未定

Aの
財源

　一般財源 112,640 87,328 103,891

　国庫支出金 5,158 8,098 8,374

予
算
額 補正予算 4,022

合計（A) 120,514 97,901

当初予算 120,514 93,879 117,541 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 28年度末

29年度末
（見込）

30年度前年度繰越

教学指導課

実施期間 H30 E-mail

目指す姿

・全ての学校、全ての授業で「主体的・対話的で深い学び」を実現するために、授業づくりの共通基盤をつくり、授業改善を進め、児童生徒に
めざす資質・能力を育む。
・信州の豊かな自然を教育資源とした、信州ならではの自然・野外教育プラグラムの普及や指導体制の整備により、子どもたちに「自然を通し
て生き抜く力を」育む。

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 28年度 29年度 30要求 30予算案 指標及びその達成状況

117,541 0

事業番号 15 05 03 事業改善シート （30年度実施事業分） ■当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

・取組が局所的な支援や情報提供にとどまっていて、教員の意識や日常の授業改善にまで届いていな
い。そのため、教員によって指導力に差があり、伸びる力を伸ばし、全体の底上げを図ることが十分にで
きていない。
・子どもたちが自然の中での直接体験の機会の不足から、自然・野外教育の充実が求められている。

30年度要求額 117,541 千円

職員数 10.00 人

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン）

政策推進の
基本方針

学びの県づくり

事　業　名 未来を切り拓く学力の育成事業
部局 教育委員会事務局 課・室

監査 

決算特別委員会 

県民協働による事業改善 

※計画策定中のため変更があります 

mailto:kyogaku@pref.nagano.lg.jp

